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一地域 に生 きる(第4回)_

伝統産業と地場産業

講師 山 中 進

は じめ に

経済の低成長時代を迎えて、地域の振興が多くの論議を呼んでいる。こうし

たなかで、地場産業が地域経済の重要な担い手として注目を集あ、その振興や

創造の戦略 ・実践が各方面の関心を集めている。 しか し、一口に地場産業とい

っても、業種が多岐にわたり、多様な形態を持っているだけに、そのすべてが

地域の期待に応え、明るい展望を約束するものばかりとは限 らない。む しろ地

場産業の長い歩みのなかで、既に姿を消してしまった産地や、今日のように、

地場産業をとりまく環境が激 しく揺れ動くなかで、存立の危機に直面 している

ところの方が数多いのではなかろうか。

本講では、こうした現状を踏まえ、また最近、行政主導の新たな地場産業が

全国的な展開をみているなかで、改めて地場産業と地域 とのかかわりあいにっ

いて考えていきたい。

1地 場 産 業 と伝 統 産業

1.地 場産業

日本の各地には、明治期までに酒や味噌 ・醤油といった食品や、織物 げ

陶磁器 ・漆器 ・刃物 ・木工品 ・和紙など、人々の生活に欠かすことのでき

ないさまざまな消費物資を生産する工業が発達し、これらは今も多数存続

している。こうした工業は、全体的に近代的な機械技術 というよりも、手

工的技術に依存するところが多く、明治以後に成立 した近代工業に対 して、

在来工業 とか伝統産業(工 業)と か、あるいは特産品工業などと呼ばれて

きた。 しか し、日本経済の高度成長期以降、長い歴史を持っ産地のなかに
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は、製品や原料 ・製法などがすっかり変わってしまったり、歴史の浅い新

興の産地が生まれるなど、従来の在来工業 ・伝統産業といった名にそぐわ

ない産地 もみ られるようになってきた。こうした状況のなかで、戦後、地

方の零細産業の俗称として用いられていた 「地場産業」の用語が、1970

年代頃から学術用語としても使われるようになり、近年では中小工業の研

究 と地域主義とが結びっいた地場産業の概念が発達 し、中小工業の明確な

性格規定をする必要にも迫られている(表1)。

表1主 な地場産業の類型区分(上 野和彦による)

立 地 歴 史 市 場 生産(分業)形態 その他

山 崎

(1977)

都 市 型
地 方 型

伝 統 型
現 代 型

輸 出 型
内 需 型

社会的分業
工場一貫生産型

産地完結型
非産地完結
完結

清 成

(1975)

大 都 市 型
地方都市 ・
農村型

伝統的在来型
在来化 した外来
型
変化した在来型
新 興 型

内需指向型
輸出指向型

隅 谷
(1971)

大 都 市型
地 方 型

杉 岡

(1973)

巨 大 都市
地方大都市
地方中小都
市

全 国
輸 出

水 平 的
垂 直 的

板 倉 等

(1970)

集 中 型
分 散 型

近 在 必 要
全 国 的
輸 出

上 野 和 彦(1986):地 場 産 業概 念 に関 す る若干 の覚 書 、 新地 理34-2。

ま た、1980年 代 には、 各地 で1・5次 産 業 の創 出が 実 行 され 、政 策 サ

イ ドの地 場 産 業 が新 たな展 開 をみせ て い る。 さ らに最 近 は 、単 な る産業 の

振 興 だ けで な く、 生活 ・文 化 ・自然 な ど、 トータル な地 域環 境 まで含 め、

産 業 と地 域 との 結 びつ きを 構 想 した地 場 産業 論 も登場 す るよ うにな った。

とこ ろで 、 これ まで の地 場 産業 の概 念 は、 山 崎 充 に よ って 一応 整 理 さ

れ た もの に な った。 山 崎 は、地 場 産業 を 多様 な存 在 で あ る中小 企 業 の固 有
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の一つのタイプであることを前提として、次の5っ の特性をあげ性格づけ

をおこなっている。

まず、第1は 特定の地域に起こった時期が古く、伝統のある産地とし、

最初に伝統性をあげる。第2は 特定の地域に同一業種の中小零細企業が、

地域的企業集団を形成して集中立地 していることをあげ、産地形成の背景

にはその地域の自然的 ・経済的・社会的条件との密接な結びつきを強調し

ている。第3の 特性として、生産 ・販売構造がいわゆる社会的分業体制を

特徴 として炉ることをあげる。この場合、この分業を統括 し組織する業者

の存在が必要となるが、これが 「製造問屋」、 「産地問屋」、 「産元」、

「元方」など多彩な名称を持つ業者群である。第4に その地域独自の 「特

産品」を生産 していることとし、伝統工芸品から各種ρ実用的な生活必需

品、食料加工品、さらに一部の生産財、投資財にいたるまで、製品の種類

が非常に多いとしながらも、1つ の傾向として、地場産業製品には 「特産

品的な消費財」に特徴を見出している。第5は 市場を広く全国や海外に求

めていることである。これに対 し、地場産業を歴史的 ・伝統的形成物と規

定すれば、明治以降の洋風文化とともに流入 ・成立 した地場産業の説明が

できなくなるとして、伝統性を前面に出すことへの批判 もある。

2伝 統産業

伝統産業は、これまで述べてきた地場産業のなかでも、古い歴史を持っ

ことが大切な要件で、江戸時代から既に存在 し、原材料や技法 ・製品など

が基本的に変わっておらず、何らかの点で工芸的性格とか故郷性、手づく

りの良さといった特色を備えていることが必要となろう(図1)。 伝統産

業は生産方法 ・技術が経験と勘によって練磨され、秘伝的なものに結晶せ

しめられ、独特の工芸的な生産物を生みだし、これを脈 々と承け伝えてい

る産業ともいわれる。また、 日本の生活に密着した郷土の産業であり、郷

土の自然と人 とその技術との結合 したものとして、住民の生活全般にかか

わる産業との認識もある。
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3.地 場産業の類型

多様な形態の地場産業を理解するには、類型化し、整理することが必要

である。それには発展段階的に区分する視点 も1っ の方法であるが、 「産

地」を形成し、1つ の 「産業集団」として存在する地場産業は、独自の技

術 ・生産体系 ・市場のいずれかの面で伝統的な側面を保持 しており、これ

らを組み合わせることで、全体の把握が容易となる。

図2は 、その一例である。地場産業の多くは、発生の歴史が古 く、問屋

制家内工業生産にその特徴を見い出すことができる。

市場
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注ll内 は一郎の案者に関係する形態、{1の ないものは大郎分の業者に関係する形態

図2地 場産業の類型(伊 藤喜栄による)前 図文献による。

Ⅲ 伝 統 産業 の 分 布 と種 類

1.伝 産法

伝統産業 とは、人間⑱衣 ・食 ・住の生活と密着 した産業で、歴史的にみ

て工芸 と深いかかわりあいがある。工芸は本質的に生活用具の生産であり、

その用に美を追求した造型ともいわれている。近頃人々の志向'も、こうし

た味わいのある伝統的な工芸品に向かい、大いに脚光を浴びるようになっ

てきた。 しかし、その反面、こうした産業の多くが経済合理主義 ・近代化

が進行 していくなかで、全般的に後継者難、独自の技法 ・技巧の喪失と技 .

術の停滞、資金不足、売り.上げの伸び悩み、原料の枯渇といった深刻な状
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況 が表 面化 して い る事実 も見逃 せ ない。

こ う した現 実 の なかで 、政 府 は伝 統 産業 の保 護育 成 の必 要 か ら、1974

年5月25日 に 、 「伝 統 的工芸 品 の産 業 の振 興 を 図 り、 も って 国 民 の生 活 に

豊 か さ と潤 い を与 え る とと もに地域 経済 の発展 に寄 与 し、国 民 経済 の健 全

な発 展 に資 す る こ とを 目的 」(第1条)と した 「伝統 的 工芸 品 産業 の振 興

に 関 す る法 律 」(略 して 「伝 産 法 」)を 公 布 ・施 行 して い る。

同法 の対 象 とな る伝統 工 芸 品 とは、 工芸 品で あ って、(1)主 と して 日常 生

活 の 用 に供 され る もので あ り、(2)製造 過程 の主要 部 分が 手 工業 的 で ある こ

と、(3)伝統 的 な技 術 ・技法 によ って製 造 され、(4)伝統 的 に使用 されて きた

原 材 料 が主 と して 使用 され、(5)「定地 域 に少 な くな い数 の者 がそ の 製造 に

従 事 す る こ とな どの要 件 を あげて いる。

1975年2月17日 の第1次 指 定 には じま り、1982年11.月1日 の第17次

指 定 ま で に、135品 目 の工芸 品 と2品 目の 工芸材 料 が指 定 を受 けて い るが
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指 定 品 目の多 くは伝 統産 業 とい え る(図3)。

2.伝 統 産 業 の全 国 的分 布

これ まで の指 定 品 目137と 未指 定673品 目の地域 分 布(表2)を み る と、

全 国 的 に は 中央 日本 が372品 目と最 も多 く、次 は西 日本 の228品 目で、 東

日本 は213品 目 と少 な い。 中央 日本 のな かで も、特 に近 畿(192品 目)に 多

く、 東 日本 で は 関 東(111品 目)、 西 日本 で は九州 ・沖縄(122品 目)に 多 い。

表2伝 統 工 芸 品 の地 域 別分 布(1982年11月)

種類

地域

繊維
染色
品

陶磁
器 漆器 金工

品

木 ・

竹 工

品

仏壇
●

仏具

和紙
●

文具

人形
o

玩具

そ
の
他

合 計

全 国
122

㎝

94

α④

45
(15)

57

(8)
155

⑳

23

αe

71

(1鋤

102
(4)

144
qo

813
(141)

東
日
本

北海道 ・東北
13
(1)
30
(9)

12
(1)
5
(1)

11
(3)
7
(1)

6
(2)
10
(1)

21
(3)
26
(1)

1
(1)
1

8

4

24
(1)
17
(2)

6

11

102

(12

111

㈱

213

㈱
関 東

中

央

日

本

甲 信 越
9
(7)
3

8
(1)
28
(9)

4

6
(1)
10
(3)
17
(6)

3
(2)
6
(5)

3
(1)
4
(2)

3
(2)
6
(2)

3

15
(1)

11
(3)
10
(3)
15
(3)
39
(4)

4
(4)
5
(2)
2
(2)
7
(4)

4
(1)
7
(1)
5
(1)
18
(3)

2

3

12

10

8
(1)
16
(3)
12
(1)
54
(3)

48

⑳

62

αの

70

q2

192

62》

372

㈱

北 陸

東 海

近 畿

西

日

本

山 陰
2
(1)
3

3
(1)
23
(8)

3

8
(1)
8
(1)
21
(5)

1

3

3
(1)
4

2

1

11

1

5
(2)
10

17
(1)

1
(1)

2
(2)

4
(1)
9
(2)
5
(3)
7

4

6

5

19
(1)

3
(2)
6

10

18

18

④
43

(6)

45

(6)

122

qの

228

倒

山 陽

四 国

九 州 ・ 沖 縄

注1)O内 の数 字 は、 第17次 指 定 まで に指 定を 受 けた 品 目数。

2)合 計 が実 数 よ り多 くな って い るの は、 品 目は一 っ で あ って も複 数 の県 に わ

た る もの は重 複 して数 え た ため で ある。

資料)サ ンケイマーケテ ィング:『 伝統 工 芸品 銘鑑』 サンケイ新 聞年 鑑局(昭 和58年)よ

り筆 者 作 成。

近畿は貴族の奢移品や都市住民の生活必需品など、多彩な手工業の発達
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をみた京都や、江戸時代を通 じて日本経済の中心地であった大阪を有し、

多様な産業の展開をみた畿内農村の存在は大きい。また、瀬戸の磁器、長

浜の縮緬、姫路木綿、土佐紙、輪島漆器、それに関東 ・東北などの織物、

九州各地の陶磁器など、江戸時代中頃から諸藩のなかでも蔵物生産の盛ん

であった地域に伝統産業が多く分布する傾向にある。そのなかでも特に西

日本諸藩における特産品の奨励は、多くの伝統産業を今に残 している。

3.伝 統産業の種類

次に、これを種類別にみると、木 ・竹製品が155品 目と多く、織物 ・染

を主とした繊維染色品、人形 ・玩具なども100品 目以上ある。陶磁器、和

紙も比較的多く、残りは金工品、漆器、仏壇 ・仏具の順となっている。

これらの分布をみれば、木 ・竹製品は中国地方以外、広く全国に分布し、

繊維染色品は関東 ・近畿 ・九州に多い。陶磁器は前述 したように近畿や九

州など西 日本に多く分布するのに対 し、漆器は東北 ・関東などの東 日本と

北陸に多い。和紙 ・文具類となると、やはり近畿を中心とした中央日本と

西日本に多く、金工品、仏壇 ・仏具も全体として中央 日本に多いが、金工

品に限ると東日本では関東、西日本では九州に多く、郷土玩具 として豊か

な地方性を発揮 し、観光産業 との結びっきも強いと思われる。

ところで、伝統工芸品が多く存在する府県の主要な工芸品にっいて検討

すると(表3)、 京都はさすがに70品 目で一番多い。西陣織 ・友禅染 ・京

小紋 ・漆器など、すべて京師の手になる優美な美術工芸品といえる。これ

に熊本(41品 目)、 石川(37品 目)の 両県が続くが、城下町熊本の肥後象

嵌、金沢の加賀友禅 ・漆器 ・仏壇 ・琴などは高貴な工芸品であり、特に金

沢は京都に次ぐものといえよう。

しか し、そればかりでなく、城下町以外の農村には、木工品や和紙など

の庶民的な工芸品もある。三重県の桑名、滋賀県の彦根、福島県の会津若

松などの城下町とその周辺農村の場合 も同様で、いずれの地域も多かれ少

なかれ、城下町などの都市起源の伝統産業と農村起源のものと2っ のタイ

プがある。
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表3主 要産地における伝統工芸品

府県 品目数 主 な 伝 統 工 芸 品

京都

熊本

石川

滋賀

三重

静岡

山形

岐阜

岡山

福島

福岡

70

41

37

37

32

30

27

26

24

23

23

西 陣 織 ・友禅 ・鹿 の子紋 。小 紋 ・京 繍 。くみ ひ も ・清 水焼 ・京

七 宝 ・漆 器 ・仏 壇 ・仏具 ・指 物 ・扇 子

小 代 焼 ・高 田焼 ・榎 津焼 ・川 尻 刃物 ・肥 後 象嵌 ・川 尻桶 ・人吉

球 磨 木工 ・山鹿 灯籠 ・肥後 こま ・宇土 張 子

加 賀 友禅 ・牛首 紬 ・能登 上布 ・九谷 焼 ・輪 島 塗 ・金 沢漆 器 ・金

沢 金箔 ・茶 の湯 釜 ・琴 ・仏壇 ・和紙

近 江上 布 ・くみ ひ も ・信 楽 焼 ・金箔 ・彦 根 仏壇 ・竹 皮 製 品 ・高

島 扇骨 ・和 ろ うそ く ・江 州雁 皮 紙

伊 賀 くみ ひ も ・萬古 焼 ・伊 賀焼 ・伊 勢春 慶 塗 ・桑 名 鋳物 ・桑 名

箪笥 ・桑 名仏 壇 ・和 傘 ・鈴鹿 墨

森 山焼 ・志戸 呂焼 ・駿河 漆器 ・蒔絵 ・駿 河 竹千 筋細 工 ・井 川 メ

ンパ ・駿 河指 物 ・塗下 駄 ・凧 ・て ま り ・筆

置 賜紬 ・平清 水 陶磁 器 ・新庄 焼 ・漆 器 ・鋳 物 ・打 刃 物 ・天 童 将

棋駒 ・仏壇 ・酒 田船 箪笥 ・笹 野一 刀 彫 ・張 子

郡上 紬 ・美濃 焼 ・小 糸焼 ・渋 草焼 ・飛 騨 春 慶 ・一 位 一 刀彫 ・関

打 刃物 ・美濃 和 紙 ・山 中和紙 ・和 傘 ・提 灯 ・和 ろ うそ く

烏 城 紬 ・備前 焼 ・大 原焼 ・酒 津焼 ・虫明 焼 ・備 前 長 船 刀 ・勝 山

竹 細 工 ・備 中和 紙 ・高 田硯 ・倉 敷 は りこ

会 津木 綿 ・入 金 真綿 ・大 堀相 馬焼 ・会 津 塗 ・会 津 桐 下駄 ・時代

家具 ・会 津絵 ろ うそ く ・遠野 和紙 。張 子 赤 ベ コ ・三 春駒

博 多織'久 留 米耕 ・小 石 原焼 ・高取焼 ・久 留米 らん た い漆器 ・

広 川 下 駄 ・八 女竹 細 工 ・仏壇 ・和紙 ・提 灯 ・和 傘 ・博 多人 形

前表資料により筆者作成。

4熊 本の地場産業 ・伝統産業

熊 本 は 全 国 的 にみ て も、伝 統 工芸 品 の種類 が 多 い とこ ろで ある(表4)。

特 に陶 磁 器や 木 ・竹 ・紙 加工 品類 にそ の特徴 が み られ る。 表'4で は一 応、

都市 ・町と村の産業というように、産業の発生 ・分布地域を考慮 して分類

を試みた。 これらのなかには勿論、両方の性格を有するものもあり、厳密

な類 型 で は な いが 、11っ の傾 向を示 して いる。

全般的には、熊本は村(農 村)起 源の伝統産業の種類が多 く、都市(城

下町)起 源で、今に残る伝統産業は数少ない。また、概 して産地の規模が

小 さい とい え よ う。 しか し、 こ う した なか で、産 地 を形 成 し、 産業 集 団 と
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して存在する地場産業がないわけではない。球磨焼酎 ・川尻刃物 ・来民団

扇 ・南関そうめんなど、広 く市場を外に求め現在に至った地場産業である。

表4熊 本の地場産業 ・伝統産業

都 市 ・町 の産 業 村 の 産 業

繊 維 ・染色 品 肥後耕、天草更紗

陶 磁 器

上 野 焼 ・一 勝地 焼 ・上 村 焼 ・

榎 津 焼 ・楠浦 焼 ・小 代焼 ・高

田焼 ・轟 焼 ・高 浜 焼 ・水 の平

焼 ・丸尾 焼 ・広 山 焼 ・内 田皿

山 焼

漆 器 榎津塗 ・河俣塗

金 工 品
肥後象嵌 ・肥後っば ・川尻刃
物

球磨刃物

木 ・竹 ・紙 工 品

一刀彫 ・宇土張子 ・山鹿灯籠

川尻桶
日奈久竹細工 ・来民団扇
人吉球磨木工

和 紙 宮地和紙

人 形 ・ 玩 具
肥後こま ・肥後てまり
お化け金太 ・木葉猿

そ の 他
小袖餅 ・朝鮮飴 ・銅銭糖 南関そうめん ・球磨焼酎

熊本表 ・日本酒

資料)「熊本県大百科辞典」・「全国伝統工芸品総覧」(1963年 度版)より筆者作成。

Ⅲ 地 場 産 業 と地 域 社 会

1.地 場産業のまち

岡山県の東部、瀬戸内の穏やかな入江の奥に陶芸地の備前市(人 口a2万

1985年)が ある。わが国六古窯といわれる瀬戸 ・常滑 ・丹波 ・越前 ・信

楽 ・備前のなかでも、最も古い窯といわれる備前焼は、耐火れんがのよう

に地域経済への貢献度はけっして大きくないが、焼物の町備前を印象づけ

る役割は大きい。

備前焼陶友会の調査(1980年)で は、窯元の数は16軒、従業員が約190

人、このうち陶工が3分 の1を 占めている。陶芸作家96人が備前市内に住

み、従業員は約200人 といわれている。窯元と作家との作陶上の区別は判
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然としないが、窯元は一般に廉価な日用品を大量に生産 し、作家は高価な

芸術品を少量生産 しているといえよう。

窯元には、古くからの窯元六姓の直系 ・分家の他に、陶芸ブーム以後に

新 しく生まれたところもある。このなかには、近代的な陶房や窯を持ち、

展示場 ・駐車場を備えたり、有名作家の指導を受け、またそのデザインし

た製品を量産する者もある。作家達は、これまで、旧来の窯元の分家や職

人から独立 した者で、伊部(備 前市)や その周辺の出身者がほとんどであ

ったが、最近は有名作家の弟子から独立した者や、1966年 から技術者の

養成をはじめた備前陶芸センターの出身者も増えている。作家らは個人で

窯を持っが、親子 ・兄弟など家族や仲間同志で共同窯を所有 し作陶する(図

4)。

1972年 頃から作家でも、

備前市以外の県内 ・県外出

身者が増加する傾向にあり、

旧来の窯元における陶工の

場合 も、美術大学の卒業者

が多い。彼 らは窯元や作家

との縁故関係はなく、飛び

入りによって就業の機会を

得ている。技術の習得には、

1人 の作家が陶工として、

また弟子として何人もの師

にっいて修業 しており、技

法 ・技能の継承にみる人間

関係は複雑多彩である。従

来、技術の伝承は地縁 ・血

縁的で狭域的であったが、

最近は陶工 ・作家達の高学歴化もすすみ、出身地 も全国に及ぶことから、
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技術的基盤 はきわめて強固である(図5)。

なお、流通にっいて触れておくと、日用雑器の生産が主流を占めていた

頃は、窯元 と陶商との取引はごく一般的な体系であった。 しかし、陶芸品

の比重が増すにつれ、作家 ・窯元が直接消費者と結びついたり、この間に

大手デパー トが介在するなど、陶商の地位は低下した。備前焼の最大の消

費地は東京である。

2.衰 退地場産業の再生

筑後の和紙業は、農村のなかから生まれた伝統産業の一っである。旧八

女郡では、1898(明 治31)年 に和紙の生産額が郡内工産物中の首位を占め、

全国の和紙生産戸数が68,562戸 と最高を示 した。1901(明 治34)年 には、

生産戸数1,366戸 を数えた。 この時期、筑後和紙業は東洋紙や京花紙など、

産地独 自の製品を中心に販路を中国市場にまで広げ、著 しい発展をみた。

戦後は、傘紙を主製品に塵紙 ・障子紙 ・京花紙を漉くが、1953年 には

生産戸数 も143に 減少 した。このうち110戸 は漉槽1槽 の所有で、紙漉き
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は、1戸1槽 型の零細な農家副業経営としておこなわれていた。地場産業の

歴史は、よく事業転換の歴史といわれるが、この時期には製品のすべてが

九州圏内の卸 ・小売商を対象に販売され、販路は海外 ・全国市場を基盤と

したものではなく、製品転換の歴史は、市場縮小の歴史であったといえる。

1985年 現在、紙漉きは僅か17戸(八 女市14、筑後市1、 立花町1、 瀬

高町1)が 残るだけとなったが(図6)、1965年 頃から表装紙の抄造が

主流となり、今は、この他に画箋紙 ・灯籠紙 ・民芸紙 ・版画紙.目 帖紙な

どを産 している。この産地の紙は、地元楮(「 城北もの」といわれる熊本

県北部産の楮)の 特徴を最大限に生かすことに特徴がある。独自のルー ト

と製品を持つ生産者のなかには、版画紙や灯籠紙などの工芸品生産に励む

者 もいる。固有のルー トと特徴ある製品創出が自立の条件であり、産地存

続の一つの方向といえよう。

図6筑 後農村における手漉き和紙生産者と機械製紙工場の分布(1985年)

筆者作成

筑後手漉き和紙は、1972年 に県無形文化財に指定され、1978年 には

県特産工芸品の指定を受けている。農村の工業から工芸へ、その性格を変
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える和紙業は、再生の道を模索している。地元の小学生に卒業証書の紙を

漉かせたり、和紙のファッション化への努力は、そのほんの一例である。

八女市伝統工芸館の設立の意義も大きい。

3.地 場産業と地域振興

地域政策と結びっいた地場産業振興が盛んである。大分県の一村一品運

動は、その手段として全国的な注目を集めたが、狙いは産業の振興を通 し

て多 くの若者を定着させ、地域を活性化 していくところにある。近年はそ

れだけではなく 「新しい地場産業」づ くり政策が推進されっっある。

図7新 地場産業集積圏構想指定地域一覧

中小企業庁監修(1986):「 新 しい地場産業の創造」による。
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中小企業庁監修の 『新 しい地場産業の創造』(1986年)に は、 「今や単な

る産業の振興のみではなく、地域に定住を求あ、地場産業に働く入々が生

きがいを得、創造の活力を生むような生活、文化、自然環境等の充実を図

ることによって、産業と地域との新しい結びっきを考えた施策の展開」を

求め、 「新地場産業集積圏構想」を打ち出している。このための推進モデ

ル事業として、1985年 度に9地 域を指定している(予 算額は1地 域当た

り1,000万 円)。 熊本県の高森町は、ソフ ト産業創設型のモデルとして、

「高森ソフ トヴ ィレッジ」の創設推進が指向されている(図7)。

お わ りに

地場産業 ・伝統産業の発展は、地域経済のみならず、地域の文化 ・社会など

への波及効果も大きい。それだけに既存の産業をどう転換 し、新 しい地場産業

をどう創造 していくかは、地域にとって大きな課題である。それには、自由、

旺盛な企業活動、そのなかでの資本 ・技術 ・人材などの集積がまず必要であろ

う。そのための方策 ・戦略法は数多く示されている。地場産業はもともと、「市

中民間の産業であり、集積 ・集団の産業であり、競争 ・市場の産業である」

(奥 山好男)。
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